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MEP と SEP の両方をモニタする multi-modal monitoring の現状と問題点について検討したので報告
する．コントロール波は SEP のほうが，安定して記録できる傾向にあった．手術中の変動については，
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対象および方法
2019 年 6 月以降に経験した腰椎手術症例 40 例，
男性 21 例，女性 19 例，年齢は 22-87 歳（平均 66.5
歳 ）を対象とした．疾患別では，腰部脊柱管狭窄
症29例，脊椎骨折6例，他5例であった．徒手筋力
検査 MMT3 以下の重度筋力低下症例を 3 例に認め















コントロール波は MEP で 40 例中 22 例（55％），


















































図7．MEP と SEP（上）　MEP 記録不良（下）














下する．また，SEP においても表 4 のように，MEP
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表3．MEP の特徴
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